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技術（工法）の概要 

技術（工法）の特徴 

　鋼製地中連続壁工法は、安定液掘削工法または原位置土撹拌工法により造成された溝中に、鋼製連壁部

材（NS-BOX:New Steel Box structure for diaphragm wall）を建込み、地中連続壁体を構築する工法

です。なお、NS-BOXとは平行フランジ型の鋼製土留め壁材料で、フランジの両端部に嵌合タイプの継手

が設けられた構造部材です。この継手を連結しながら地中に建込み、連続した壁体を構築する工法です。 

鋼製地中連続壁－Ⅰは、平成8年3月31日、（財）国土開発技術研究センター（現 （財）国土技術研究センター）の「民間開発建設技術の技術審査・証明事業に

よる一般土木工法・技術審査証明要領」に基づき確認された工法技術であり、鋼製地中連続壁－Ⅱは、鋼製地中連続壁－Ⅰにおける確認事項等を踏まえ、新たに

施工性確認試験および載荷試験等を実施して発展的に改良した工法技術です。 

薄壁 

高耐力・高剛性の土留め壁です。 1
現場省スペース・省力化 

現場加工ヤードが不要なプレファブ工法で、小型クレーンで施工が可能です。 2
高信頼性 

芯材（NS-BOX）は工場製品であるため十分な耐力があり、また嵌合継手を有しているため止水性に優れています。 3
工期短縮 

土留め支保工の段数削減や地盤改良の削減により、工期短縮が可能です。 4
環境対応 

薄壁化により産業廃棄物処理量を軽減できます。また建設残土発生を最小限に抑えられるため 
環境に優しい工法です。 5
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鋼製地中連続壁工法－Ⅰ : コンクリート等充填鋼製地中連続壁 

　　安定液掘削工法により地盤を掘削し、NS-BOXを建込んだ後に、コンクリート充填または安定液を固化する工法。 

 

鋼製地中連続壁工法－Ⅱ : ソイルセメント鋼製地中連続壁 

　　原位置土撹拌工法により、造成されたソイルセメント中に、NS-BOXを建込む工法。 

鋼製地中連続壁－Ⅰの例 



技術審査の結果の概要 

11開発目標 

22開発目標 33開発目標 

壁体および壁体と床版との接合部において十分な耐力ならびに剛性を有すること。 

壁体に十分な 
止水性があること。 

壁方向の芯材が連続施工でき、 
かつ高い芯材建込み精度を有すること。 
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　鋼製地中連続壁工法は、本体地下壁として利用できる土留め壁の構築を目的として開発目標を設定しました。 

以上より、鋼製地中連続壁工法は本体地下壁として利用できることが確認されました。 

1. 鋼製地中連続壁軸方向の曲げ耐力、せん断耐力、剛性は鋼構造設計法で設計でき、コンクリート充填の場合、中詰め
コンクリートのせん断耐力や剛性（ひび割れ考慮）を累加して評価できること。また安定液固化またはソイルセメン
トの場合は、鋼材のみで曲げ耐力、せん断耐力および剛性を鋼構造設計法で設計できることが確認されました。 
〈確認に用いた試験項目〉 
軸方向曲げ試験、軸方向せん断試験 

 
2. コンクリートを充填する場合、鋼製地中連続壁軸直角方向の曲げ耐力、剛性を鉄筋コンクリート設計法で設計できる
こと。また、せん断耐力は鋼・コンクリート合成構造設計法で設計できることが確認されました。 
〈確認に用いた試験項目〉 
軸直角方向曲げ試験、軸直角方向せん断試験、嵌合継手引張試験 

 
3. 壁体とコンクリート床版との接合部の曲げ耐力・せん断耐力・剛性は鉄筋コンクリート設計法で設計できることが確
認されました。 
〈確認に用いた試験項目〉 
溶接カップラー引張試験、押抜せん断試験、床版接合部曲げ試験 

軸方向曲げ試験状況 軸方向曲げ耐力および変形性能 
（GH-R　荷重～変位曲線） 

壁体に十分な止水性を有していることが実工事の現場
で確認されました。 

実工事の計測結果から芯
材の連続施工および高い
芯材建込み精度が確認さ
れました。 

芯材鉛直精度精度測定結果 止水状況確認結果 



本概要書は、財団法人国土技術研究センター（JICE）が行った「建設技術審査証明事業（一般土木工法）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。 
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技術（工法）の適用範囲 

　本工法の標準適用範囲は、実績より下表のとおりです。 

鋼製地中連続壁-Ⅱ 
（ソイルセメント鋼製地中連続壁工法） 

ソイルセメント 
50m程度 
40m程度 

550～850mm 
礫層はやや難 

安定液固化 
50m程度 
50m程度 

600～2400mm

鋼製地中連続壁-Ⅰ 
（コンクリート等充填鋼製地中連続壁） 

コンクリート 
100m程度 
100m程度 

600～2400mm
地盤条件は不問 
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芯 材  
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